
令和 4 年度 和歌山大学大学院教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） 
 入学試験問題・解答用紙 ［小論文］（3 枚の内の 1） 

 

コ ー ス：学校改善マネジメントコース

 

 
 
 
 
 
 
 

問題：上に示した資料は、2020 年 6 月に文部科学省によって示されたリーフレット「GIGA スクール構想の実現へ」からの抜粋

である。同資料によれば、GIGA スクール構想とは「１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること

で、特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一

層確実に育成できる教育 ICT 環境を実現する。」さらに「これまでの我が国の教育実践と最先端の ICT のベストミックスを図る

ことにより、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す」こととされている。

この資料を見て、学校として今後どのような取り組みが考えられるか、1200 字程度で具体的に述べなさい。 

解答

        

        

200 

受験番号

※

国ୁ
છ岹ૌஙを੶ஈし、
峲り峲い文ฆਛに૽立てる
・文書作成ソフトで文章を書き、

　コメント機能等を用いて助言しあう

・文章作成ソフトの校閲機能を用いて

　推敲し、データを共有する

پ

ർの崿嵕崣スにおけるرな場એにおいて、I&7をટ的にણ৷する岽と岶峑岷る

※STEAM教育のਤ্策については、現ધ科学のরఙ教育ଟ৮ভで৮র
ർの崿嵕崣ス

ਫ਼ด崝イトをણ৷した৹峣学ಆ
・一人一人が情報を検索し、収集・整理

・子供たち自身が様々な情報にアクセスし、

　主体的に情報を選択する

ভ

・各自で収集したデータや地図を

　重ね合わせ、情報を読み取る

・分析した情報を、プレゼンソフトで、

　わかりやすく加工して発表

算ਯ嵣ਯ学

・正多角形の基本的な性質をもとに、

　プログラミングを通して正多角形の作図を行う

৶科

・観察、実験を動画等で記録する
　ことで、現象を科学的に分析し、
　考察を深める
・観察、実験のレポートやプレゼ
　ンテーション資料などを、写真
　やグラフを挿入するなどして、
　一人一人が主体的に作成する

文ฆਛ崥崽ト、崿嵔崤ン崥崽トのਹ৷
・子供たち一人一人が考えをまとめて発表

・共同編集で、リアルタイムで考えを

　共有しながら学び合い

ผ学ಆの場એ峑のણ৷ 人人の学ಆ૾யにૢ峂た別学ಆ
・デジタル教材を活用し、一人一人の

　学習進捗状況を可視化

・様々な特徴を持った生徒によりきめ細

　やかな対応を行う

ୖのਝ

ੲਾのઽૐ ધ൴ਫ਼ด、ネットਫ਼ด、インタ崻ュー、アン崙ート、実ୡ、フィー
ル崱ワーク等

整৶嵣ীෲ 統計に峲る分ෲ、ઓઅツール、テキスト嵆イ崳ン崘等で分ෲ

峨と峫嵣現 ધ成、プレゼンテーション、嵅スターセッション、提等で
信

ਗ国ୁ
ਲਗと峎な岶る「মの崛嵇ュニ崙ー崟嵏ン」に峲り、信ৡを高峫る
・一人一人が海外の子供とつながり、英語で交流・議論を行う

・ライティングの自動添削機能やスピーキングの音声認識機能を使い、

　アウトプットの質と量を大幅に高める

（国ଅ交通+3峲りਬ用）

学びへのણ৷ ＩＣＴの「学び」へのણ৷

・誰もがイメージしやすい教材提示

・一人一人の反応や考えを即時に把握

　しながら双方向的に授業を進める

I&7をஅ峪رな崬ールをฌઞして、ઇ科等峑の学びを峎な岸ർする67(A0ઇ
※Science, Technology, Engineering, Art, MathematLFV等の各教科での学習を実ভでのୖੰৠに生かしていくための教科૯な教育

nす岺に峑峬|�|峓のઇ科峑峬|�|ၴ峑峬|ઞ岲るＩＣＴ

n１人１台|をણ৷して、ઇ科の学びを峫る岞ઇ科の学びのমସにる岞

n１人１台|をણ৷して、ઇ科の学びを峎な岺岞ভୖのੰৠに生岵す岞

ঢ়ਯ峮な峓の৲のを૭ଳ৲して、
繰りନしষ჻ෙする

国内ਗの崯ータをਸੵして૭ଳ৲したり、
地ੲਾにଁ合したりして、岹ীෲする

௴、実ୡをষい、
等をઞ峍て峲り岹ীෲ嵣અする

実ভのਖ૾யに関峹るୖ、ਤଡ଼や教科等、૯
なୖなどを設定

・画面上に表示した二次関数のグラフに

　ついて、式の値を変化させて動かしなが

　ら、二次関数の特徴を考察する

 

9

２　　　　
目標の趣旨

１　総合的な学習の時間の特質に応じた学習の在り方

（１）探究的な見方・考え方を働かせる
　ᆯ的なᙹ૿・考え૿をかƥるということを目ೆのϕ᪾に置いたのは，ᆯ

的な学習の重要ࣲにᦸみ，ᆯ的な学習のᢆ程を総合的な学習の時間の本質とਸ਼

え，中心にੂえることを意味している。総合的な学習の時間におƛる学習では，

գ᫇解的な活動がႇޓ的にጯりᡊされていく。これをᆯ的な学習とԡび，平

成 20 年の「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」において，「ᆯ的

な学習におƛる生ࢼの学習のی」として，のような一連の学習ᢆ程をᅇした。

　生ࢼは，①日ࠞ生活や

社会に目をӽƛた時にี

き上がってくるှգや関

心に基Ưいて，ᐰら課᫇

をᙹ˅ƛ，②そこにある

χ体的なգ᫇についてव

ئをӔᨽし，③そのवئ

をૣ理・Џ்したり，知

識や技能にኾび˅ƛた

り，考えをЉし合ったり

しながらգ᫇の解にӖ

り組み，İ明らかになっ

た考えや意ᙹなどをまとめ・表現し，そこからまた新たな課᫇をᙹ˅ƛ，更なる

գ᫇の解をڽめるといった学習活動をႇޓ的にጯりᡊしていく。要するにᆯ

的な学習とは，ཌʚの本質をってᙹಋめようとする一連の知的քみのことであ

る。

　ᆯ的な学習では，次のような生ࢼのیをᙹいだすことができる。ʚᝌをਸ਼え

る感ࣲやգ᫇意識が੶さǀられて，学習活動ǂのӖ組がдになる。៳に˅ƛた

知識及び技能を活用し，その有用ࣲを実感する。ᙹ૿が࠽がったことをոび，更

なる学習ǂの意ഓを高める。ಓࣟがχ体ࣲをقして理解が深まる。学ǝだことを

ᐰࠂとኾび˅ƛて，ᐰЏの成長をᐰᙿしたりᐰࠂの生き૿を考えたりする。この

ように，ᆯ的な学習においては，生ࢼの豊かな学習のیが現れる。ただし，こ

の①②③İのᢆ程をܮ的にਸ਼える࣐要はない。ཌʚの本質をってᙹಋめよう

とするとき，活動の᪰ࡁがμれஇǙったり，ある活動が重ໝ的に行Ǚれたりする

探究的な学習における生徒の学習の姿

第 2節　目標の趣旨

 

国ୁ
છ岹ૌஙを੶ஈし、
峲り峲い文ฆਛに૽立てる
・文書作成ソフトで文章を書き、

　コメント機能等を用いて助言しあう

・文章作成ソフトの校閲機能を用いて

　推敲し、データを共有する

پ

ർの崿嵕崣スにおけるرな場એにおいて、I&7をટ的にણ৷する岽と岶峑岷る

※STEAM教育のਤ্策については、現ધ科学のরఙ教育ଟ৮ভで৮র
ർの崿嵕崣ス

ਫ਼ด崝イトをણ৷した৹峣学ಆ
・一人一人が情報を検索し、収集・整理

・子供たち自身が様々な情報にアクセスし、

　主体的に情報を選択する

ভ

・各自で収集したデータや地図を

　重ね合わせ、情報を読み取る

・分析した情報を、プレゼンソフトで、

　わかりやすく加工して発表

算ਯ嵣ਯ学

・正多角形の基本的な性質をもとに、

　プログラミングを通して正多角形の作図を行う

৶科

・観察、実験を動画等で記録する
　ことで、現象を科学的に分析し、
　考察を深める
・観察、実験のレポートやプレゼ
　ンテーション資料などを、写真
　やグラフを挿入するなどして、
　一人一人が主体的に作成する

文ฆਛ崥崽ト、崿嵔崤ン崥崽トのਹ৷
・子供たち一人一人が考えをまとめて発表

・共同編集で、リアルタイムで考えを

　共有しながら学び合い

ผ学ಆの場એ峑のણ৷ 人人の学ಆ૾யにૢ峂た別学ಆ
・デジタル教材を活用し、一人一人の

　学習進捗状況を可視化

・様々な特徴を持った生徒によりきめ細

　やかな対応を行う

ୖのਝ

ੲਾのઽૐ ધ൴ਫ਼ด、ネットਫ਼ด、インタ崻ュー、アン崙ート、実ୡ、フィー
ル崱ワーク等

整৶嵣ীෲ 統計に峲る分ෲ、ઓઅツール、テキスト嵆イ崳ン崘等で分ෲ

峨と峫嵣現 ધ成、プレゼンテーション、嵅スターセッション、提等で
信

ਗ国ୁ
ਲਗと峎な岶る「মの崛嵇ュニ崙ー崟嵏ン」に峲り、信ৡを高峫る
・一人一人が海外の子供とつながり、英語で交流・議論を行う

・ライティングの自動添削機能やスピーキングの音声認識機能を使い、

　アウトプットの質と量を大幅に高める

（国ଅ交通+3峲りਬ用）

学びへのણ৷ ＩＣＴの「学び」へのણ৷

・誰もがイメージしやすい教材提示

・一人一人の反応や考えを即時に把握

　しながら双方向的に授業を進める

I&7をஅ峪رな崬ールをฌઞして、ઇ科等峑の学びを峎な岸ർする67(A0ઇ
※Science, Technology, Engineering, Art, MathematLFV等の各教科での学習を実ভでのୖੰৠに生かしていくための教科૯な教育

nす岺に峑峬|�|峓のઇ科峑峬|�|ၴ峑峬|ઞ岲るＩＣＴ

n１人１台|をણ৷して、ઇ科の学びを峫る岞ઇ科の学びのমସにる岞

n１人１台|をણ৷して、ઇ科の学びを峎な岺岞ভୖのੰৠに生岵す岞

ঢ়ਯ峮な峓の৲のを૭ଳ৲して、
繰りନしষ჻ෙする

国内ਗの崯ータをਸੵして૭ଳ৲したり、
地ੲਾにଁ合したりして、岹ীෲする

௴、実ୡをষい、
等をઞ峍て峲り岹ীෲ嵣અする

実ভのਖ૾யに関峹るୖ、ਤଡ଼や教科等、૯
なୖなどを設定

・画面上に表示した二次関数のグラフに

　ついて、式の値を変化させて動かしなが

　ら、二次関数の特徴を考察する



令和４年度 和歌山大学大学院教育学研究科専門職学位課程（教職大学院） 

第一次入学試験問題［小論文］解答例・出題の意図 

 

コ ー ス：学校改善マネジメントコース・スペシャリストコース  

 
【出題の意図】 

本問は、2020 年 6 月に文部科学省によって示されたリーフレット「GIGA スクール構想

の実現へ」を元に、学校教育の ICT 化推進を軸とする所謂「GIGA スクール構想」に関

する理解を問うとともに、昨年来のコロナ禍の中において、こうした方向性に基づいた

教育実践を客観的に分析し、かつ今後の方向性に関する展望を問う問題である。ここに

おいて期待される内容としては、①「GIGA スクール構想」に関し、その趣旨を的確に

把握しているか ②既に進んでいる機器の配備、及びそれらの活用に関する学校の対応

について主体性をもって認識しているか ③今後の効果的活用に向けて、適切な展望を

描けるか、等である。 
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